
２
０
１
４
年
の
幕
開
け
で
す
。

新
年
が
新
た
な
飛
躍
の
年
に
な
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

昨
年
は
都
議
選
、
参
議
院
選
で

日
本
共
産
党
は
、
歴
史
的
な
大
躍

進
を
果
た
し
ま
し
た
。
東
京
の
比

例
代
表
選
挙
で
の
得
票
は
、
史
上

は
じ
め
て
自
民
党
に
次
ぐ
第
２
党

と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
、｢

２
大
政
党
づ
く
り
」

の
破
た
ん
、｢

第
３
極
」
の
政
党

が
自
民
党
政
治
の
補
完
勢
力
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、｢

自

共
対
決｣

が
鮮
明
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
ど
の
問
題
で
も

安
倍
政
権
の
暴
走
に
正
面
か
ら
立

ち
向
か
い
、
選
挙
で
訴
え
た｢
４

つ
の
転
換｣

国
民
の
所
得
を
増
や

し
て
景
気
回
復
、
原
発
ゼ
ロ
の
日

本
、
憲
法
を
生
か
す
、｢

ア
メ
リ

カ
言
い
な
り｣

を
た
だ
す
ー
を
は

じ
め
、
公
約
実
現
の
た
め
に
、
幅

広
い
国
民
の
み
な
さ
ん
の
共
同
を

い
っ
そ
う
強
め
全
力
を
あ
げ
て
奮

闘
す
る
決
意
で
す
。

激
動
す
る
情
勢
は
、
憲
法
違
反

の
秘
密
保
護
法
の
強
行
採
決
の
暴

挙
、
憲
法
を
改
悪
し
戦
争
す
る
国

づ
く
り
、
消
費
税
増
税
、
原
発
推

進
な
ど
民
意
を
無
視
し
た
安
倍
政

権
の
暴
走
に
厳
し
い
世
論
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

国
民
の
知
る
権
利
を
奪
う｢

秘

密
保
護
法
案
」
は
、
審
議
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
危
険
な
内
容
が
あ
ら

わ
に
な
り
、
国
民
か
ら
見
た
ら
何

が
秘
密
か
が
、
秘
密
に
な
る
の
で
、

法
案
強
行
後
の
世
論
調
査
は
、
ど

れ
も
法
律
に
反
対
が
５
割
、
６
割
、

不
安
を
感
じ
る
人
が
７
割
以
上
で

す
。
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
、
国

民
と
共
同
し
て
、
憲
法
違
反
の
秘

密
保
護
法
の
廃
止
を
め
ざ
し
て
が

ん
ば
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
力
添
え
を

お
願
い
し
ま
す
。

足
立
区
は
、
苦
し
む
区
民
に
我

慢
を
押
し
つ
け
、
１
０
４
６
億
円

(

２
３
区
で
港
区
に
つ
い
で
２
番

目
に
多
い
額
）
も
の
基
金
を
た
め

こ
み
、
国
と
同
じ
よ
う
に
学
校
統

廃
合
、
外
部
委
託
な
ど
区
民
無
視

で
暴
走
す
る
近
藤
区
長
と
自
民
、

公
明
、
民
主
の
区
政
で
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
「
区
財

政
は
区
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
財

源
は
十
分
あ
る｣

、
今
こ
そ
区

政
の
転
換
を
と
対
案
を
示
し

て
い
ま
す
。
区
民
の
願
い
を

正
面
に
か
か
げ
て
、
２
年
間

で
認
可
保
育
園
を
５
ヵ
所
実

現
へ
。
区
民
・
専
門
家
の
英

知
を
集
め
た
放
射
能
対
策
の

条
例
と
放
射
能
測
定
器
設
置

条
例
を
提
案
し
ま
し
た
。
自

民
、
公
明
な
ど
の
反
対
で
２

つ
の
条
例
は
否
決
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
後
に
生
き
る
提
案

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
７
名
の
区
議
団
は
、

区
政
を
動
か
し
て
、
区
民
の

願
い
実
現
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

新
年
は
元
旦
に
西
新
井
大

師
の
新
春･

街
頭
宣
伝
を
区
議

団
全
員
で
大
島
よ
し
え
都
議

と
と
も
に
行
い
、
１
月
６
日

は
竹
ノ
塚
駅
東
口
の
朝
宣
伝
・

通
算
２
２
２
１
回
、
「
こ
ん

に
ち
は
伊
藤
和
彦
で
す
」
ニ
ュ
ー

ス
は
１
０
２
３
号
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

足
立
区
議
会
議
員

伊
藤
和
彦

こんにちは伊藤和彦です ２０１４年１月６日 ＮＯ.１０２３（発行会派.日本共産党足立区議団.責任者伊藤和彦）

国
民
の
声
で
政
治
が
動
く
激
動
の

時
代

み
な
さ
ん
と
と
も
に

決
意
新
た
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

http://www5.famille.ne.jp/~k-itou/index.html

自宅 足立区花畑6-20-1 電話3859-6952

足立区役所 電話3880－5111（内線4650～4654）

日本共産党区議団 直通3880－5770



こんにちは伊藤和彦です ２０１４年１月６日 ＮＯ.１０２３（発行会派.日本共産党足立区議団.責任者伊藤和彦）

地元要求実現で日本共産党区議団と

大島よしえ都議は、東武バス、鉄道、都

第六建設事務所などへ交渉しました。

足立区の区財政は全国トップクラ

スの健全財政と区政報告・語るつ

どい。大島よしえ都議と伊藤和彦

区議が行いました。右下の写真

写真は今年もがんばろうと握手す

る山中ちえ子さんと伊藤区議

第２１回北部ふれあいまつりに参加しました。

陣川戸公園で行われた北部ふれあいまつりは、「東日本大

震災の被害者支援、原発ゼロめざして」、太鼓、民謡、テナー

サックス演奏、「原発撤廃」「消費税増税反対」署名に取り

組みました。のべ１３００人の参加者で楽しく交歓しました。

2013年11月17日

12月22日（日）なんでも相談会

が竹の塚第五公園で開かれまし

た。暮らし、介護、雇用など区

民の方が相談に来ました。伊藤

区議も参加しました。

竹ノ塚駅鉄道高架化の工事が

夜間の工事とともに計画どお

り進んでいます。

駅ビルの解体は３月頃に行わ

れ駅東口はそのまま利用でき

ますが、西口は階段移設され

ます。地下通路が暫定的につ

くられます。

地元要望の花畑団地にＵＲ住宅・都営住宅に

エレベーター設置を取り上げ、建築違反・工

場不認可の生コン工場には区に法令順守を求

め議会で質問。西保木間都営住宅にエレベー

ター設置など住民の声を届け区議会で取り上

げ実現しました。


